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　1　教員作品展・研究発表会

1.1　展覧会の概要

　教員作品展・研究発表会「a’07展」は名古屋学芸大学

メディア造形学部の3学科（映像メディア,デザイン,

ファッション造形）の教員66名の出展者からなる,様々

な専門分野における作品制作活動・研究発表を目的とし

た展覧会である.2007年8月30日（木）から9月2日（日）の

4日間,午前9時半から午後7時（日曜日は午後5時）の時間

帯において名古屋市東区にあるカルポート東3・4Fの名

古屋市民ギャラリー矢田（展示室1～7）で開催された.

1.2　プレスワーク制作の背景

　今回,私は展覧会の実行運営委員より,展覧会に関する

プレスワークのデザインの依頼を受け,ポスター,DM

（ダイレクトメール）,フライヤー,サイン,キャプション,

ネームカード,ウェブサイトのコンセプトイメージと

いったコンテンツ全般をディレクションし,紙媒体を主

として制作を行っている.また同時に,今回のプレスワー

クを個人作品の制作物・活動としても発表する.

　2　プレスワークのデザイン

2.1　デザインのコンセプト

　今回の展覧会の開催目的は,学部としての各教員の制

作・研究活動報告が主であるが,それに加えて名古屋学

芸大学自体の大学広報を行う事も趣旨に含まれていた.

そのため,広報ツールのデザインを行うにあたり,まずは

名古屋学芸大学のイメージをビジュアルで分かりやす

く伝えられるようなモチーフを選択し、下記の2点をデ

ザインのコンセプトとしている.　　　

　01. 大学のキャンパスを利用したビジュアル

　02. 学科の基調色を強調したカラーイメージ

　展覧会名である「a’07」の「a」はアルファベットの1番

目という事から「始めに」という意を持って付けられて

いる.そのため,基本となるロゴタイプ[fig.01]に関しては,

展覧会名である「a’07」を大きく打ち出し,その下に名古

屋学芸大学,展覧会正式名称の英語訳と,3学科の名前を

それぞれの基調色でカラーリングして配置した.
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2.2　各種の広報ツール

　DMはメディア棟校舎を,西側から眺めた構図で線描

写したものをイメージとしている.棟の北に位置するA

棟は壁面がガラス張りになっており,外部から観ると空

模様が反射して映し出される.また中央のC棟は夕方に

なると正方形の数個のブロックカラーネオンが点灯す

る.こういった本学ならではの外的な視覚要素を利用し,

そこに3学科の基調色を加えてビジュアルを構成した.

　ウェブサイト [ f ig .04]においては,新規に追加される情

報を閲覧者に補足伝達するのに利用している.デザイン

に関しては,コンセプトとなるイメージのみを提案し,

ページ構成,サイトデザイン,システム構築はメディア造

形学部助手の山本努武氏に委託した。

　ポスターはDMのイメージを拡張させ,校門からD棟,

第2工房までを含めたビジュアルで展開している.フラ

イヤー [ f i g .05]は基本的にはポスターのデザインを利用

しており,DMでは記載できなかった挨拶文,肩書きを明

記した.ポスターは左図 [ f ig .06]と右図 [ f ig .07]のパノラマ

になっており,2つを繋ぎ合わせる要素として虹を加え,

基調色の使用も交えて構成している.
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Paper : モデラートーンアイス / Paper Size : W×H=1030×728mm
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2.3　各種のサイン計画

　今回展示を行うギャラリーでは,案内板の役割を担う

サインを設置する箇所があり,ポスターとは別扱いのB1

サイズパネル[fig.08]の制作を行っている.また,各展示室

においてプロダクト,グラフィック,絵画,写真,映像,イン

スタレーション,服飾といったように,作品のカテゴリー

が明確に分かれてているため,展示室前に設置するサイ

ンボード[fig.09]も分類に応じて作り分け,位置と学科,作

品カテゴリーを色で区別した.

2.4　その他のツール

　キャプション [f ig.10]は作品の形態や制作・研究スタン

スの違いにより,出展者によっては各情報に関しての有

無が生じてくる.そのため,名前と名古屋学芸大学のロゴ

タイプ,大学における肩書き以外は記載を省いても支障

が少ないように,正方形のデザインを採用している.ま

た,会場スタッフのネームカード [ f ig .11]や受付における

カードスタンドも制作し,展覧会全体を通じてのビジュ

アルイメージの統一を図った.
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※カタログ・DVDに関しては今後の制作に対するイメージ

　3　制作物の設置と展開

3.1　展覧会場における設置

　会場においては受付でDMとフライヤーを配布.ポス

ター [f ig.12]はフレーム＋イーゼルに立てかけ,3・4Fの会

場入口と受付横での設置を行った.サインボード [ f ig .13]

は各展示室前に立看板を設置し,簡単な作家＋作品紹介

を行うとともに,鑑賞の際の順路案内としても利用して

いる.また,ポスターとは別途作成のサインパネル[fig.14]

はギャラリー外の歩道であるペデストリアンデッキに

配置して,ギャラリーへの誘導を促す事とした.

3.2　展覧会後の展開

　展覧会の当初は,作品のカタログやDVDといった記録

的な資料を,パッケージも含めて制作する事も念頭にお

いていたが,現在,記録資料の収集や人材,スケジュール

等の関係上,実現の段階までは至っていない.今後,可能

であれば広報ツールやサインで作成したビジュアルと

連携させ,最終的に展覧会を振り返れるような成果物を

残せるようにしていきたいと考えている.[fig.15]

[fig.12] poster

[fig.13] sign board [fig.14] sign panel

[fig.15] press work & sign & catalog


